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センター（Center for Development Studies）は，年ご






籍を有さない PIO（Persons of Indian Origin）の 2 つ
に区分して捉えることの必要性を強調するとともに， 





















Migration Report 2016（Rajan ed., 2017）は 20 編の論
文から構成され，多面的な分析がなされている。そし
て，インドを含む南アジアから湾岸諸国への移民につ





























クは男性 1,008 万人，女性 550 万人であり，男性が女
性の 1.8 倍である。第 1 表は，2015 年においてイン




上位 12 国に湾岸諸国 6 ヶ国が入っており，インド人
移民の主たる目的地となっていることが分かる。これ











国 男性（人） 女性（人） 計（人） 比率（％） 性比
アラブ首長国連邦 2,710,332 789,005 3,499,337 22.5 344
パキスタン 1,081,815 919,093 2,000,908 12.8 118
アメリカ合衆国 1,036,070 933,216 1,969,286 12.6 111
サウジアラビア 1,308,558 585,822 1,894,380 12.2 223
クウェート 748,549 313,209 1,061,758 6.8 239
オマーン 671,881 105,751 777,632 5.0 635
イギリス 389,068 387,535 776,603 5.0 100
カタール 556,448 89,129 645,577 4.1 624
カナダ 311,400 310,069 621,469 4.0 100
ネパール 127,689 318,802 446,491 2.9 40
オーストラリア 215,348 174,644 389,992 2.5 123
バーレーン 228,273 74,362 302,635 1.9 307





友澤和夫：湾岸諸国へのインド人出稼ぎ移民送出システム ― デリー・ジャミア地区の人材斡旋業者に着目して ― 
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PIO の 2 つに区分して掲載している。ただし，男女別
の数値は得られない。2016 年報告をみると，海外イ
ンド人は計 3,084 万人おり，NRI が 1,301 万人，PIO
が 1,784 万人となる 3）。全体としては PIO の方が多い
が，本稿の対象である湾岸諸国では圧倒的に NRI の




たとえば第 1 位のサウジアラビアでは NRI が約 300




































れる 17 国 8）への出稼ぎ移民であり，先進国への移民
は対象とならない。2016 年における ECR 諸国への移
民は 52.1 万人であったが，うち湾岸諸国が 50.7 万人
であり，先のプロセスを経る移民の送出先はほぼ湾岸
諸国とみなすことができる。
次に，2016 年の ECR 諸国への出稼ぎ移民の概況を










サウジアラビア 3,001,018 23.1 3,567 0.0
アラブ首長国連邦 2,800,000 21.5 3,751 0.0
アメリカ合衆国 1,280,000 9.8 3,180,000 17.8
クウェート 921,666 7.1 1,594 0.0
オマーン 795,082 6.1 919 0.0
ネパール 600,000 4.6 0 0.0
カタール 600,000 4.6 500 0.0
シンガポール 350,000 2.7 300,000 1.7
イギリス 325,000 2.5 1,500,000 8.4
バーレーン 312,918 2.4 3,257 0.0



































General of Emigrants）あるいは全国 10 カ所の移民保




























































































2017 年 1 月 3 日時点において，状態がアクティブ
な人材斡旋業者はインド全体で 1,213 社が確認でき
る。第 1 図は，登録年別業者数の推移を示したもので




では増加をみせ，一旦 20 社程度に減少して 2000 年
頃まではその水準で推移する。そこから 2000 年代後
半までは増加基調にあり，2008 年には 76 社と第 2 の










































































































資料： ド外務省の資料を Indiastat 経由で取得。













































平方ヤード（83.6m2）で 1 月当り 10,000 ～ 14,000 ル
ピーであり，コノート・プレイスの 10 分の 1 程度の
コストですむという。
2　人材斡旋事業所のタイプ分け
























（2017 年 1 月 3 日）
注：ドットは業者の立地場所を示す。
















には 5 事業所（E ～ I）が該当し，E ～ H がムンバイー






































量が多い場合は，第 5 図において 2 次業者としてい
る非認可業者にもオーダーが出される。実際にも，事
第５表　調査人材斡旋事業所の概要
記号 設立年 事業所タイプ 経営者属性 備考
A 2005 認可業者本社 湾岸諸国への出稼経験有
B 2016 認可業者本社 サウジアラビアへの出稼経験有
C 2003 認可業者本社 サウジアラビアの大学を卒業 ムンバイーとパンジャブ，ネパールにも支社あり
D 2011 認可業者本社 人材斡旋業者勤務後独立
E 2012 認可業者支社 父親が本社を経営 ムンバイーに本社
F 2016 認可業者支社 父親が本社を経営 ムンバイーに本社
G 2013 認可業者支社 父親が本社を経営 ムンバイーに本社
H 2016 認可業者支社 父親が本社を経営 ムンバイーに本社
I 2006 認可業者支社 雇われ。他のビジネスも経営 ケーララ州に本社
J 2013 非認可業者　 サウジアラビアへの出稼経験有
K 2009 非認可業者　 衣類輸出入が主体
L 2016 非認可業者　 女性経営者。サウジアラビアへの出稼経験がある兄が主導 旅行業が主体
M 2014 非認可業者　 サウジアラビアへの出稼経験有
N 2016 非認可業者　 父親と建設業のコントラクターを経営 ムンバイーの認可業者に候補者を斡旋
O 2016 非認可業者　 人材斡旋業者勤務後独立 ムンバイーの認可業者に候補者を斡旋
P 2015 非認可業者　 サウジアラビアへの出稼経験有 ムンバイーの認可業者に候補者を斡旋
Q 2011 非認可業者　 人材斡旋業者勤務後独立 ムンバイーの認可業者に候補者を斡旋
R 2012 非認可業者　 人材斡旋業者勤務後独立 デリーの認可業者に候補者を斡旋
S 2013 非認可業者　 ICT サービス デリーの認可業者に候補者を斡旋
T 2015 非認可業者　 人材斡旋業者勤務後独立 デリーの認可業者に候補者を斡旋
資料：現地調査に基づき作成。
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B UP 州，ビハール州，ラージャスターン州に 10 業者。UP 州の業者は経営者の出身県に所在。
D 約 100 業者。重要なものは 5 つで，いずれもビハール州内の経営者の出身県に所在。
E 約 20 業者。
F UP 州に 5 業者。
G 約 100 業者。常時利用は 40 業者。
I 約 100 業者。電子メールでやりとりしている。
J UP 州，ビハール州，西ベンガル州，マニプル州に各 1 業者。UP 州の業者は経営者の出身県に所在。
K 約 100 業者。常時利用は 20 ～ 25 業者。
O 経営者の出身県（UP 州）に 5 業者，うち 1 人は弟。
P 約 100 業者であり，その 4 分の 3 がビハール州。
Q UP 州東部，ビハール州に約 100 業者。
資料：第 5 表に同じ。




















data/estimates2/estimates15.shtml（最終閲覧日：2018 年 8 月
25 日）
3 ）海外インド人は総計で 893 万人増加しており，とくに PIO
が 596 万人増加している。これは 2012 年にイギリスの PIO
が 0 人とされていたが，2016 年には 150 万人となっている
こと，アメリカ合衆国（132 万人→ 318 万人），ミャンマ （ー35
万人→ 200 万人）などで大幅な増加があったことが直接関
係している。http://mea.gov.in/images/attach/NRIs-and-PIOs_1.


















Scheme for Registration of new entrepreneurs to facilitate overseas 
employment and export of skilled manpower from India」である。
（https://emigrate.gov.in/ext/static/OfﬁceOrder7Dec17.pdf　最終
閲覧日：2018 年 9 月 26 日）
11）https://emigrate.gov.in/ext/static/ConsolidatedListOfIllegalA




している 2017 年 1 月 3 日時点のものについては，現在では
入手不可である。https://emigrate.gov.in/ext/raList.action
13）ムンバイーは，ムンバイー・シティとムンバイー・サバー
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　　More than 500,000 new emigrant workers are sent to the Gulf countries from India every year. Based on the 
Emigration Act enacted in 1983, which provides the institutional framework for the emigration, this paper aims to 
clarify the entire emigrant transfer system, focusing on recruiting agents (RAs), one of the main groups of actors 
involved in the system. The Emigration Act stipulates that no RAs shall commence or carry on the business of 
recruitment without a valid certificate issued by the registering authority. As of January 2017, 1,213 RAs were 
registered in India, and nearly half of them were located in Mumbai, followed by Delhi. In contrast, more than half of 
the emigrants were originated in the belt spans from Uttar Pradesh to West Bengal, which is not in accordance with the 
location pattern of the registered RAs. Therefore, it is thought that a mechanism is needed to bridge the spatial 
divergence between them. Conscious of this problem, the author visited 20 ofﬁces (nine registered RAs and 11 non-
registered RAs) engaged in the recruiting business in Jamia Nagar, South Delhi, to obtain information on their business 
activities and their roles in the emigrant transfer system.
　　It has become clear that the recruiting business consists of three tiers: The first tier directly sends emigrant 
workers to foreign employers, the second tier arranges candidates for the ﬁrst one, and the third tier meditates job 
seekers from rural areas of North India to RAs. Aside from registered RAs, some non-registered RAs are situated in 
the ﬁrst tier. The other non-registered RAs are in the second tier. The third tier consists of agents scattered across rural 
North India which is primarily managed by one individual. Most of the RAs use many agents, but the most important 
ones are run by the owners’ relatives living in those areas. This hierarchical business network functions as a 
mechanism to continuously pick up emigrant workers from the pool of laborers and sends them to the Gulf countries. 
Owing to this mechanism, the spatial divergence which was previously mentioned has been overcome.
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